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                                                     2020. 5.19 

令和２年度 第２回役員会議に代えて支部長報告 

   

第２回の役員会議は令和 2 年 5 月 9 日（土）の予定でしたが、新型コロナウィルス感染拡大で緊

急事態宣言が発せられ、市の会議施設全てが休館となったことは既にご存知のことと思います。 

これにより 3月以降の役員会議を始めとして、総会も中止せざるを得ず、東京都北部支部総会や 

9月の全国校友香川大会、更に 11月の西東京市民まつりも中止と相成りました。これは西東京に限

らず他の地域支部でも同様で、近隣の早稲田、慶応、法政、中央の各大学校友会でも当分の間は休

会する旨の連絡を頂いています。このようなことから、今年度はこれまでと同じような活動ができ

ません。例えば秋のバーベキューも、会場が閉鎖されてしまえばそれまでです。どのような活動な

ら可能なのか、役員の皆様からアイディアやご意見を頂きたい所です。 

それは兎も角として、今は先ず総会で賛否を図る議案書を作らなければなりません。 

5月 19日時点での現状と、作業予定の経過報告を致します。 

 

１） 久保田会計幹事が昨年度の決算書と今年度の予算書を作成しました。5月 16日に濱田宅で久保

田幹事が小垣原監査役に詳細を説明し監査印を頂き、垂水監査役からも捺印頂きましたので、

濱田が pdf化して熊田幹事長に送り、幹事長から 24日に役員の皆様へ賛否確認を行う段取りに

なっています。 

 

２） 熊田幹事長が事業報告書と計画書を 5 月 22 日までに作成し、見直し確認後、24 日に役員全員

に議案書の形で賛否確認を致します。その際 FAX伝達の役員の方には、ご担当の方から転送を

お願いします。30日までに賛否回答を頂き、役員会で結果を了承し、これを校友会本部からの

特例措置通達に準じて今総会で決定したものとします。従って会員各位への賛否確認はがきは

送りません。 

 

３） その後、議案書の印刷、封筒への宛名貼り、振込用紙と北部支部会報の同封作業後郵送という

手順です。現状、封筒は後藤さんが「ゆめこらぼ」から回収して保管、宛名シールは小山さん

が作成済、振込用紙と北部支部会報は濱田が保管しています。一堂に会して作業すれば簡単で

すが、今回はそれができませんので有志の方が個別作業を行い、封入郵送作業は 2 名程度の最

小人数で行いたいと考えています。 

 

＜4月 11日～5月 18日のニュースあれこれ＞ 

 

＊ 4/11 中央大学 西東京白門会の海老沢会長から会報第 20 号を受取り 

＊ 4/15 三森北部支部長から、氏の会社輸入扱いのマスク小分け廉価販売案内あり。校友会員向け

で 50枚入り 3000 円。西東京の会員からは 4名が注文。4月末に納品済。 

＊ 4/15  西東京三田会の樋口会長から西東京三田会通信第 92 号を受取り、会員各位に小山さんか
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ら転送 

＊ 4/15 西東京稲門会の古賀会長から総会中止連絡 

＊ 4/17 板橋区地域支部から総会中止連絡 

＊ 4/17 北部支部会報掲載用として西東京の報告文提出と初校完了 

＊ 4/18 西東京市地域支部の会員全員に総会中止連絡 

＊ 4/20 北部支部総会議案書用として、西東京の昨年度事業報告書と今年度事業計画書の至急提出

依頼があり、支部長が急遽作成して提出 

＊ 4/20 北部支部総会議案書の表紙に載せる各地域支部のアピール宣伝文言の至急提出要請があ

り、野中会員増強委員長に無理をお願いして作って頂いたが、提出直前になって掲載スペースが無

くなったので中止との連絡あり。担当者不明や執行部の余りの粗雑な扱いに、厳しい抗議を行った。 

＊ 4/24 西東京市地域支部の総会中止を、三森北部支部長と６地域支部長に連絡 

＊ 4/26 昨年度決算書と今年度予算書の原案完成（久保田会計幹事） 

＊ 4/30 法政大学かわら版東京第 20号と多摩北部支部会報第 9号を元角支部長から受取り 

＊ 5/1 持続化給付金申請要領について、小林達哉議員、冨永雄二議員から詳細案内あり 

＊ 5/1 北部支部会報 100部を受取り（議案書に同封して会員各位に郵送） 

＊ 5/1 北区地域支部から総会中止連絡 

＊ 5/2 会費振込用紙注文とゆうちょ入金状況の電子確認申請（郵送だと料金が高い）久保田会計 

＊ 5/4 持続化給付金申請要領について、矢部善信会員から会員向けに助言メール 

＊ 5/5 栗田広報委員長からの連絡を受けて、発行差し止めた会報第 29号をホームページに掲載 

＊ 5/14 北野校友会長より、コロナで困窮している学生多数を援助するため「緊急措置として校友会基

金を取り崩し，大学に２億円を寄付する提案」の緊急賛否確認が代議員に向けてあり、濱田は積極的な

賛成を表明した。 

＊ 5/15 西東京三田会の樋口会長から西東京三田会通信第 93 号を受取り、会員各位に小山さんか

ら転送 

＊ 5/16 久保田会計幹事から小垣原監査役に昨年度決算内容の詳細説明を行い、監査を実行 

 

＜その他＞ 

 

＊ 北部支部主催の第三回落語会（9/12予定）の実行委員について、西東京では小山副支部長、吉本

副支部長が就任了承された旨は前回報告しましたが、その後北部支部からの連絡はありません。 

 

＊ 懸案事項のブルゾン製作について。前回の第 11 回役員会議議事録の通り、デザインは決りまし

たが会員からの受注はこれからです。コロナの事態が好転した段階で試着会兼役員会を催して、

初回注文数を確定したいと考えています。（後藤さん、安松さん、如何でしょうか？） 

 

＊ 「ゆめこらぼ」の団体登録窓口になっている小山さんが、会員名簿を管理している関係

上、市役所等からの情報を広報委員会の名前で随時会員にメール連絡しています。 

＊ ホームページでニュースを随時掲載して行きますので、時々開いてみて下さい。 以上 

 


